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【発表概要】 

道祖神は道陸神、サエノカミとも呼ばれ、古来より信仰され、江戸時代には石像が造られた。石造道祖神は

本来、防災/防疫の神として祀られていたが、時代を経て旅人の神、縁結び、夫婦円満、子宝、五穀豊穣の神と

いった性格を習合し、様々な性格を持ち合わせている。石造道祖神は男女双体像と文字塔に大きく二分される

が、本研究では男女双体像を道祖神とする。双体道祖神は様々な像形が存在し、二神が合掌している像や、握

手している像、酒器を持ち、祝言を表す像、接吻など性的表現を表す像などがある。こうした双体像が関東甲

信越に分布しているが、近世上野国はその中でも、道祖神の宝庫といえる。 

石田(2001)は関東甲信越の道祖神の像形の時空間的変遷を明らかにした。群馬県においては、伊藤(1965)が

赤城山麓付近の道祖神を赤城系、榛名山麓付近の道祖神を榛名系と分類した。続いて山田(1972)は、伊藤

(1965)の分類を批判し、吾妻川系、平野部系、利根川本流系と分類した。 

伊藤(1965)、山田(1972)らは地理的条件をもとに、道祖神の分類を試みたが、両者ともに感覚的な指摘とな

っており、定量的な分析は行われなかった。また、道祖神は本来、道端や、村境、辻などに祀られていたもの

であり、伊藤（1965）や山田（1972）のように道祖神を山や川といった地理的条件で分類するのが妥当とは言

い切れない。そして、いまだ、群馬県内において石造道祖神がどこで初めて造立され、どのように各地に伝播

していったのか、展開過程を明らかにしようと試みた先行研究は存在しない。以上を踏まえて、本研究では群

馬県の道祖神の像形と碑形から組み合わせ（像形-碑形）を抽出し、造立年をもとに各組み合わせの空間分布の

変遷を分析することで、近世上野国における石造道祖神の成立と展開過程を明らかにすることを目的とする。 

結果として、主要な 9 つの組み合わせを抽出し、それぞれは上野国内において街道沿いに展開したというこ

とが明らかになった。また 9 つの組み合わせの展開の様子は、起源が倉渕村の組み合わせ、渋川や高山村、長

野原といった上野国北部が起源の組み合わせ、高崎や前橋といった平野部が起源の組み合わせの 3 パターンに

大別できた。 

最後に、道祖神の展開の様子について、人流や物流といった社会経済史的側面からの考察を試みた。あくま

でも可能性の域を出ないが、物資のやり取りや旅行者をはじめとした庶民の移動の活発化が、石造道祖神の展

開に影響を及ぼした可能性の一つとして考えられるという結論に至った。上野国内において道祖神の展開に影

響を与えた他の要因を明らかにするには、道祖神がどのような対象として祀られていたのかといった道祖神の

性格などについて詳細に調査する必要があるため、今後の課題としたい。 
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図 1. 対象地域と研究対象 

 

図 2. 像形と碑形の組み合わせそれぞれの造立数 
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図 3. 上野国内における各組み合わせの造立の盛衰と展開範囲の概観 

 

 



 

図 4. 近世上野国における 18 世紀以降の物流 

 

 

図 5. 群馬県の主な地域 


